
１ 空中給油機ＫＣ－１３０のローテーション展開について 
   

（１） 防衛省への要請について 

   ① 日 時 

     令和元年８月 26 日（月）11：15～11：40 

   ② 訪問者 

     鹿屋市長、鹿屋市議会議長、他随行員２名 

   ③ 相手方 

     原田防衛副大臣 

   ④ 要請内容の概要 

・空中給油機ＫＣ－１３０の鹿屋基地でのローテーション展開に際しては、国の責 

任の下、「空中給油機ＫＣ－１３０の鹿屋基地におけるローテーション展開に関す

る協定」を遵守すること。 

・特に、訓練の開始に際しては、安全確保が最優先であること。 

・上記内容については、国の責任においてしっかりと対応すること。 

   ⑤ 原田防衛副大臣の回答内容 

・鹿屋市からの要請内容については、十分承知しており、国の責任でしっかりと対  

応すること。 

・米軍との調整になるが、早ければ９月から訓練が開始される可能性があること。 

   ⑥ 要請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 



（参考資料） 

１ 背景 

   普天間飛行場に配備されていた KC-130 については、沖縄の基地負担を本土に分散する

との観点から、平成 18 年の「再編の実施のための日米ロードマップ」において、岩国飛

行場を拠点とすることが合意されるとともに、KC-130 の運用や厚木飛行場（神奈川県）

空母艦載機部隊の岩国飛行場への移駐に伴う同飛行場における運用の増大による影響を

緩和するとの観点から鹿屋航空基地及びグアムに定期的にローテーション展開するもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 訓練内容 

（１） 離着陸訓練 

      日中及び夜間に、海上自衛隊のＰ－３Ｃと同じ場周経路を飛行し、タッチ・ア 

    ンド・ゴーや滑走路上の特定の位置に停止する訓練。 

     訓練回数は、日中と夜間に、それぞれ月８回程度、１回当たり４時間程度を予定。 

（２） 地上給油訓練 

     日中及び夜間に、地上に駐機したＫＣ－１３０から、米軍のＣＨ－５３等の 

    ヘリコプターやＭＶ－２２オスプレイに給油を行う訓練。 

     訓練回数は、月２回程度、１回当たり６時間程度を予定。 

（３） 荷下（におろし）訓練 

     ＫＣ－１３０後部ハッチを開けた状態のまま、地上を走行しながら、貨物用 

    パレットを下ろす訓練。 

     訓練回数は、月２回程度、１回当たり４時間程度を予定。 

 

 



 

３ ローテーション展開に関する主な経緯 

 

年 月 日 内     容 

Ｈ 

27 

５ 
18 防衛省 政務官来庁（訓練概要の説明） 

28 議員説明会（訓練概要の説明） 

６ ４ 鹿屋市基地関係連絡協議会（訓練概要の説明） 

７ 

６ 議員説明会（九州防衛局による訓練概要の説明） 

11

～

14 

住民説明会（５会場 九州防衛局による訓練概要の説明） 

８ 24 デモフライト（KC－130、P-3C）の実施 

９ 29 鹿屋市議会 米軍機訓練移転受入賛同決議 

10 
20 

九州防衛局へ「空中給油機 KC－130 の鹿屋基地への訓練概要等に関する要

望」の提出 

30 議会全員協議会において訓練移転受入を市長が表明 

11 
２ 鹿屋市基地関係連絡協議会（訓練移転受入の説明） 

５ 住民説明会（リナシティかのや：訓練移転受入の説明） 

12 19 防衛副大臣来庁（協定の締結について） 

Ｈ 

28 

２ ２ 九州防衛局と協定の締結 

３ 16 防衛大臣との面談（協定項目の確実な履行について） 

Ｈ 

30 

５ 18 
鹿屋航空基地周辺地域におけるアメリカ合衆国軍隊の航空機事故連絡協

議会設立 

12 17 MV-22 オスプレイ展示飛行実施（11:30～11:50） 

Ｈ 

31 
２ 20 

空中給油機ＫＣ-130 慣熟飛行実施（１回目） 

以降７回の慣熟飛行を実施 

Ｒ 

１ 

７ 31 MV-22 オスプレイ地上展示の実施（14：30～） 

８ 26 
防衛省へ「空中給油機 KC-130 の鹿屋基地におけるローテーション展開に

関する要請書」の提出 

 


